
提

出

者

辻

元

清

美

平
成
十
七
年
十
月
十
七
日
提
出

質

問

第

二

二

号

小
泉
純
一
郎
内
閣
総
理
大
臣
の
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
一
七
日
に
お
け
る
靖
国
神
社
参
拝
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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小
泉
純
一
郎
内
閣
総
理
大
臣
の
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
一
七
日
に
お
け
る
靖
国
神
社
参
拝
に
関
す
る
質
問
主
意
書

小
泉
首
相
は
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
一
七
日
、
東
京
・
九
段
の
靖
国
神
社
を
参
拝
し
た
。
小
泉
首
相
の
靖
国
神
社
参
拝
に
つ
い

て
は
ア
ジ
ア
各
国
か
ら
批
判
が
相
次
ぎ
、
外
交
問
題
に
発
展
し
て
お
り
、
こ
れ
は
日
本
の
国
益
あ
る
い
は
、
日
本
国
民
の
安
全

を
著
し
く
侵
す
虞
れ
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
小
泉
首
相
の
靖
国
神
社
参
拝
の
意
味
を
内
外
に
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

二
〇
〇
五
年
一
〇
月
一
七
日
の
小
泉
純
一
郎
内
閣
総
理
大
臣
に
よ
る
靖
国
神
社
参
拝
は
、
「
内
閣
総
理
大
臣
」
と
し
て
の

公
式
参
拝
か
、
答
え
ら
れ
た
い
。

二

二
〇
〇
一
年
に
小
泉
純
一
郎
内
閣
総
理
大
臣
が
公
約
と
し
て
掲
げ
た
靖
国
神
社
参
拝
は
、
公
的
な
行
為
と
し
て
行
う
こ
と

を
約
し
た
も
の
と
理
解
し
て
よ
い
か
。

三

二
〇
〇
五
年
九
月
三
〇
日
の
大
阪
高
裁
靖
国
参
拝
訴
訟
控
訴
審
判
決
に
お
い
て
、
小
泉
内
閣
総
理
大
臣
の
靖
国
神
社
参
拝

は
違
憲
と
判
断
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
内
閣
総
理
大
臣
は
司
法
府
の
判
断
と
し
て
尊
重
す
る
の
か
。

四

二
〇
〇
五
年
一
〇
月
一
七
日
、
在
中
国
、
韓
国
の
日
本
国
大
使
館
が
各
国
の
在
留
邦
人
に
対
し
、
注
意
喚
起
を
促
し
た
事

実
が
あ
る
か
。
あ
る
な
ら
ば
、
小
泉
内
閣
総
理
大
臣
の
靖
国
神
社
参
拝
と
関
連
し
て
い
る
の
か
。

一



五

関
連
が
あ
る
の
な
ら
、
内
閣
総
理
大
臣
が
、
公
的
か
私
的
か
を
問
わ
ず
、
そ
の
行
為
に
よ
っ
て
多
く
の
国
民
の
安
全
に
影

響
す
る
事
態
を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の
小
泉
内
閣
総
理
大
臣
の
責
任
の
有
無
を
問
う
。

六

関
連
が
な
い
の
な
ら
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
四
に
示
す
よ
う
な
行
為
を
行
っ
た
の
か
。

七

靖
国
神
社
が
一
般
参
拝
者
向
け
に
発
行
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
二
〇
〇
五
年
七
月
配
布
の
も
の
）
で
は
、
同
神
社
に

合
祀
さ
れ
て
い
る
Ａ
級
戦
犯
に
つ
い
て
「
形
ば
か
り
の
裁
判
に
よ
っ
て
一
方
的
に
�
戦
争
犯
罪
人
�
と
い
う
、
ぬ
れ
ぎ
ぬ
を

着
せ
ら
れ
」
と
明
記
し
て
い
る
。
こ
の
事
実
を
小
泉
内
閣
総
理
大
臣
は
認
識
し
て
い
る
か
。

八

認
識
し
た
上
で
の
参
拝
な
ら
ば
私
的
、
公
的
を
問
わ
ず
、
右
記
の
主
張
を
肯
定
し
た
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。

九

小
泉
内
閣
総
理
大
臣
は
、
国
会
に
て
「
適
切
に
判
断
す
る
」
と
い
う
答
弁
を
繰
り
返
し
て
い
る
が
、
今
回
の
靖
国
神
社
参

拝
は
適
切
な
判
断
で
あ
る
と
考
え
る
か
。

右
質
問
す
る
。

二


